
安心生活創造事業概要 北海道福島町

原則１ 基盤支援を必要とする人々とそのニーズを把握す
る

７０歳以上単身高
齢者福祉灯油対象
者台帳の活用
（民生委員個別訪
問調査）３９９世
帯

ゾーニング（福島
町全域を吉岡地区、
福島地区の二つ設
定）

○ニーズ調査アンケート
1,000人（回収率54.9%）
○吉岡地区懇談会
○社協ヘルパーによる戸別訪問実態ア
ンケート調査中、併せて、要援護者申
請書（同意）による登録

電算機によるデータ管
理

（定期的にデータの修
正補完）

○訪問調査及びニース調査に
基づきサービス対象者を特定
し、サービス内容を確認（現
在検討中、年度内にサービス
内容を確定）

吉岡地区
８８世帯

福島地区
３１１世帯

ゾーニング

対象者
抽出

ニーズ
把握



原則２ 基盤支援を必要とする人がもれなくカバーされる体制を
つくる

福島町安心生活創造事業推進委員会
（医師会、民生委員、社協、介護事業所、町内会連合会、

商工会、ボランティア団体等で構成）

町町民課
（保健、介
護、福祉、
障害、国保
担当が同一
課）

福島町社
会福祉協
議会
（担当１
名、ヘル
パー２
名）

情報審査会
へ情報共有
に向けて承
認協議

高齢者介
護・生活支
援サポー
ター養成講
座講習会の
実施（約４
０名）

○民生委員活動に
よる見守り
○地域福祉計画に
よる各地区に“見ま
もりさん”（仮称）
を検討
○従来サービスの
声かけ訪問は継続
○介護支援サポー
ター養成講座受講
生の活用

空き店舗や空
き屋を活用し、
街中で誰もが
いつでも集え
る“おしゃべり
ハウス”（仮
称）づくりを
検討



原則３ それを支える安定的な地域の自主財源確保に取り組む

庁内に第４
のポケット
探し庁内連
携会議を立
ち上げ
（企画、産
業、財政担
当者など）

メールマガジン
作成

（福島町出身者へ
の情報発信手段）

商工会、町内会
連合会などの関
係団体と協議

町づくり推進会
議において「ふ
るさと応援基金
（ふるさとの納
税を含む）」の
活用を協議

福島町出身者
でつくる東
京・札幌の福
島会の総会に
おいて当事業
をＰＲし、
メールマガジ
ンの登録及び
ふるさと応援
基金への寄付
を要請

福島町ふる
さと応援基
金の活用
現在残高：
９百６５万
円程度

協力を含めて、募金
活動などの可能性を
協議
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